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　1次元異方性構造における長周期のMT応答を解析するために、インピーダンスの漸化式をもとに周波数展開

公式を導出した。展開の一般形から応答の実部と虚部の本質的な差異を明らかにし、2次までの展開係数の解

析的表現を求め、長周期での応答関数を理論的に明らかにした。 

　解析的に導出した展開公式を次元判定に適用すると、異方層の個数や異方軸の方向によらず長周期では2次

元性を示すことがわかった。そこで長周期での判定走向を計算すると、虚部より求められる走向は異方層のコ

ンダクタンス最大の方向を示すが、実部より求められる走向は異方層下の媒質の電気伝導度構造に依存するこ

とが明らかとなった。特に異方層下に低抵抗の媒質が存在する場合に、実際に観測されうる顕著な差となるこ

とがわかった。これら長周期応答の性質は、主軸の異なる複数の異方層の存在を検出するのに利用できると期

待される。
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